
コード

記入日：

平成 年度

　

　

H 22 ～ H 23

① 文化的景観保存計画書策定

② 建造物保存調査

③

①

②

7,000 7,000

504040302コード

人 件 費 単 価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

従 事 職 員 数 人

千円

5,000一 般 財 源 千円 8,600 3,600

そ の 他 千円

起 債 千円

県 補 助 金 千円
Ｃ
の
財
源
内
訳

国 補 助 金 千円

直接事業費 A 千円 8,600 3,600 5,000

総事業費Ｃ　（A+B） 千円 8,600 3,600 5,000

成果指標

件 3 3

単位
全体計画

文化財専門家を雇用し、世界遺産登録推進事業の一環として平成20年度か
ら実施している文化的景観保存調査の成果を基に、『上五島の文化的景観』
の「重要文化的景観」への国文化財選定を目指し、保存計画書を策定する。
また、頭ヶ島天主堂、青砂ヶ浦天主堂、大曽教会の建造物保存調査を業務
委託先と連携して実施し、文化財専門家としての見識を活かし、世界遺産登
録推進事業の強化を図る。

③

文化的景観保存計画書

建造物保存調査報告書

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

対象：誰、何を対象にしているのか 対象指標：対象の大きさを表す指標

目的：何をしたいのか 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入 活動指標：事務事業の活動量を表す指標

1件『長崎の教会群とキリスト教関連遺産』の世界遺産登録を目指し、本町の構
成資産候補である「上五島の文化的景観」の国文化財「重要文化的景観」へ
の選定申出、また、「頭ヶ島天主堂」、「青砂ヶ浦天主堂」、「大曽教会」の建造
物保存調査を実施する。この両者を実現するために、文化財専門家1名を嘱
託職員として雇用する。

1080

関連計画 法令・条例規則等

事務事業コード 5040403 細目コード

1

基本事業コード 50404 目コード 10

施策コード 504 項コード

竹内　睦生担当者

年度

平成２８年度以降

総合計画の位置付け 財務会計の位置付け

政策コード 5 款コード 2

22

～ 平成平成 22 年度

504040302

事業種類 単年度繰返事業

事業期間

評価対象事業名称 世界遺産登録嘱託職員雇用事業

作成年度

課コード 123

H22.4.27

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

3件

事 務 事 業 事 前 評 価 表
課　名 世界遺産推進室

課長名 濱田　宇喜雄

23

内
訳

人件費　B

平成２２年度 平成２３年度

活動指標

件 1 1

平成２３年度

平成２３年度

構成資産候補（上
五島の文化的景
観）
構成資産候補
（頭ヶ島・青砂ヶ浦
天主堂、大曽教

1件
構成資産候補（上
五島の文化的景
観）

平成２３年度

3件
構成資産候補
（頭ヶ島・青砂ヶ浦
天主堂、大曽教

23年度

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

政 策 名 称

施 策 名 称

基本事業名称

事務事業名称

しまの誇り・文化の育成

伝統、文化の保存・継承と創造

文化財の整備と活用

まちづくり景観資産登録制度事業費

（対象指標１）

（対象指標２）

1名（対象１）

（対象２）

嘱託職員

計画（PLAN) 

実施（DO) 



　

３次

※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

  

町の対応

 

● ●

住民等の意見

   事業内容を見直して事業を実施する

次年度以降に計画どおり実施する

次年度以降に計画を見直して実施する

次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

計画どおりに事業を実施する

１次 ２次

   

事業採択結果

１次 ２次 ３次

  

 

２次評価
雇用される文化財専門家の識見を活用し、世界遺産登録事業を遅滞なく推進すること。また雇用に当たっては関係課との調整を
行うこと。

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

１
次
評
価

事業の緊急性・必
要性

世界遺産登録事業を推進するうえで、文化財専門家の雇用は必要不可欠である。

類似事業との関連 なし

費用対効果 文化財専門家を嘱託雇用することで、世界遺産登録時業関連の文化財部門を強化できる。

  当分の間は実施しない 事業費を減額して事業を実施する

評価（CHECK) 


